力ある方に
ユダの手紙の手紙 24-25
あなたがたをつまずかないように守り、また、大きな喜びをもって、責められるところのない者として、その栄光の御前に立たせることのできる方、すなわち、私たちの救い主である唯一の神に、私たちの主イエス・キリストを通して、栄光、威厳、支配、権威が、永遠の昔から、今も、そして永遠にありますように。アーメン。
黙想へと招く聖句があり、礼拝へと招く聖句があります。ユダの手紙のこの最後の言葉はその両方を行いますが、心を教える以上に、はるかに高く引き上げます。これらを読むとき、私は学んでいるのではなく、神の御座の前に立ち、その善と力に畏敬の念を抱いています。一つ一つの句が、神の配慮と偉大さをさらに深く見せる窓を開き、ついには賛美だけが残ります。
おできになる神
何よりもまず、ユダの手紙は能力について語り始めます。「今や、あなたがたを守ることがおできになる方に......」
私を支え、癒やし、私のうちに始められたことを成し遂げることがおできになります。私の弱さが、主の力を無効にしたことは決してありません。私の忍耐が尽きたときも、主は強いままでいてくださいました。主はただ試みるだけの神ではなく、成し遂げられる神です。主の御手の中で、脆いものはすべて確かなものとなります。
私の歩みを守る方
彼は「あなたがつまずかないように守る」ことがおできになります。
主は、どれほど多くの目に見えない危険を退けてくださったことでしょう。どれほど多くの高慢や恐れの瞬間を、憐れみをもって和らげてくださったことでしょう。私は、どれほど容易に信仰から離れてしまえたかを思います。それでも私は立ち続けています――私が堅く立っているからではなく、主がそうしてくださるからです。一歩一歩安全に歩めること、忠実に立ち返ること、静かな勝利の一つ一つが、主が守ってくださる力の証拠です。
私を立たせてくださる方
彼は私を倒れないように守ってくださるだけでなく、「立たせてくださる」。
恥によって私がうなだれていたとき、主は私の頭を上げてくださいました。罪悪感が、私はふさわしくないとささやいたとき、主の恵みはそうではないと告げました。主は、どんな人間も立つことのできない場所――主の栄光の燃え立つ美しさの前に――私をまっすぐに立たせ、私を咎めのない者と呼んでくださいます。罪人が聖さの御前に立ち、恐れではなく喜びを感じるとは、これは何という奇跡でしょうか。
非の打ちどころがなく、大きな喜びをもって
「大きな喜びをもって、非の打ちどころのない者」――この二つは一緒に属しています。
彼は責めを取り除き、その代わりに喜びを置かれます。彼は告発の声を静め、心から笑いが湧き上がるようにされます。彼の喜びは報いではありません。それは回復、すなわち罪が奪ったすべてのものが戻されることです。何の汚れもなく彼の前に立つことは、言葉では言い表せない喜びに包まれることです。
唯一の神、私たちの救い主
ほかには誰もいません。競争相手も、代わりとなるものも、呼び求めるべきほかの名もありません。彼だけが救ってくださいます。世界は、安堵や支配、重要性を約束する小さな神々のようなもので満ちています。しかし、贖うことのできるものは一つもありません。ユダの手紙の言葉は、偽りの希望という雑然としたものを取り除き、ただ一人の方だけを立たせます。唯一の神、私たちの救い主です。そして、その一つの現実の中で、私の魂は安らぎます。
私たちの主イエス・キリストを通して
すべては彼を通して流れます。
あらゆる憐れみ、恵みの一瞬一瞬、栄光へのあらゆる希望――そのすべては、刺し貫かれたイエスの御手を通ります。御父への道は、イエスを通してでなければありません。また、御父からの祝福で、イエスの御名を帯びていないものはありません。私の賛美は御子から始まり、御子で終わります。なぜなら、御子は聖さと、震える私の心との間の橋だからです。
栄光、威厳、主権、権威
どのようにすれば、主を完全に描写できるでしょうか。ユダの手紙は、まるで言語そのものがついていくのに精いっぱいであるかのように、次々と言葉を重ねます。栄光――決して暗くすることのできない光。
威厳――王冠を必要としない偉大さ。主権――すべてのものに及ぶ、御支配の広がり。権威――誰も異議を唱えることのできない権利。すべての言葉は御前にひれ伏し、私もそうする。
すべての時の前、今、そして永遠
「前」が存在する前から、彼はそこにおられました。
他はここにおられ、変わることなく、その他のすべてが移り変わり、消え去っていく中におられます。時そのものが永遠に飲み込まれるときにも、他はそこにおられます。私への他の配慮は、私が最初の息をする前に始まり、私が最後の息をした後も終わることはありません。あらゆる時代、あらゆる瞬間、永遠のすべては他のものです。
アーメン
付け加えるものは何もありません。ただ同意するだけです。
アーメン。主よ、そのとおりになりますように。
あなたの守り、あなたの栄光、あなたの喜び、あなたの永遠が、私のうちにありますように。
